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建築空間を構成する上での光とあかリは､単
に機能的･環境的な効用だけでなく､空間表現
の手法として重要な役割を果たすものと言え
る｡
ここでは､趣ある風景と心の豊かさの視点か
ら､造詣が深いお二人に語ってもらった｡
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たかせがわ かおる ちのう しげお
(あかり･造形作家) (新潟工科大学教授･工学博士
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建築空間 光とあかリ
火のあかリ宿る
地溝◇先日､新潟県南魚沼市の｢雪国
あかり展｣に足を運んできました｡
そこでは江戸時代以降の灯火具が
展示されていました｡
その昔､この地域の人々は､約半年
間も雪に閉ざされる生活を余儀なく
されていたようです｡
屋内はいつも闇｡それだけに､昼夜
を問わず｢あかり｣が必要だったと言
われています｡
高瀬川◇電球の無い時代､頼れるの
は火のあかりですよね｡
灯火具は雪に閉ざされた人々に
とって必要不可欠なものですから､
その形や機能､役割が地域独特な生
活文化を培ってきたに違いありませ
ん｡
地濃◇そう思います｡闇を照らす｢あ
かり｣は､時間､場所､季節に応じ､い
くつもの表情を見せたのでしょう｡
高瀬川◇厳 しい日常生活の中から創
意工夫によって編み出された､かけ
がえのない行灯 (あんどん)であり､
提灯(ちょうちん)であり燭台(しょ
くだい)であったのでしょう｡
地濃◇当時､いかに必要不可欠な道
具であったか､また大切に守 り育て
られてきたかは､その地でその道具
に触れてみてはじめて分かることで
すね｡
高瀬川◇灯火具に火のあかりが宿っ
ているからでしょう｡
だからこそ､今に受け継がれてい
るのでは?
地濃◇雪国に人々にとって､春を待
つ心は生命が躍動する生きる喜びへ
の期待でもあるの_です｡
地域社会に根づいた火のあか り
は､春を待つ行事として､｢百八灯｣が
VOl･32No.3762006-11品建菜仕上技術
春を待つ風物詩 ･百八灯 [しあざわ雪言普まつり]1)
この地で展開されています｡
雪とロウソクのあかりが見事に調
和 して､幻想的な美の世界が創 り出
されるのです｡
高瀬川◇昔の人々があかりに寄せた
思いが手に取れるようですね｡
長い冬から希望の春へ｡人々の心
を導いてくれるあかりは､まさに火
のあかりと言えますね｡
地濃◇今に息づく風物詩です｡
高瀬川◇私が暮らす京都にも､火に
関わる風物詩がありますよ｡
地濃◇五山の送 り火､｢大文字 (焼
き)｣ですか｡
高瀬川◇そうです｡如意ケ岳(によい
がたけ)の中腹の木々を切 り払って
書かれた｢大｣の文字｡送 り盆に火が
灯され京の夜を照らすのです｡
ちなみに､｢大｣の大きさは､第-画
の｢-｣が約80m｡第二画の｢ノ｣が約
160m｡そして第三画が約120mで
す｡
地濃◇大きな大の字ですね｡だから
｢大｣の文字なのですか｡
高瀬川◇それもおもしろいですね｡
｢大｣という字の端を線で結ぶと星形
になります｡こiuま五菅星形(ごぼう
せいけい)といい､古 くから魔よけと
して使われてきました｡
送り火は､ご先祖の霊を送ると同
時に､悪霊を追い払う役目もあるの
です｡
こうした送り火は､伝承によれば､
悪霊を封印するため､空海がおよそ
800年前､75本の松 を切 り倒 して
｢大｣の字を描き､その木を焚いて祈
祷したのが始まりとも言われていま
す｡
地濃◇なるほど｡その一方で風情も
ありますよね｡
暗闇に浮かび上がる ｢大｣の字を､
杯に注いだお酒に映 し込んで飲む｡
試してみたいです｡
高瀬川◇精霊流しや薪能などもまた
同じことですね｡こうしてみると､火
のあかりは､人類の歴史と共生の証
しのように思います｡
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あ力り｣の連呼 ･雁を迎える灯火 [新潟県福島潟]2)
あかリの文化
地濃◇灯油や蝋を燃料とした灯火具
によって､文化が培われてきたこと
はよく知られていることです｡
例えば行灯｡当初は文字通り携行
用として､風除けのために火皿の周
りを和紙で覆ったのが始まりで､そ
れが江戸期に入ってロウソクを使っ
た提灯が普及したため､主に室内灯
として使われるようになったと伝え
られていますね｡
高瀬川◇部屋の一ヶ所に置かれ､そ
の周りを照らすために使われる訳で
すから､身分や職業等により､その形
態や素材は千差万別｡色々な行灯が
考案されたのでしょう｡
地濃◇造形に凝ったものや行灯皿
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(火血や油差 しから垂れる油を受け
るための皿)まで芸術品化 して､中に
は花鳥や山水が措かれた焼き物まで
が出現しています｡
高瀬川◇趣が深く､心豊かな文化が
見て取れますね｡
地濃◇恐らく､着物の文化にも行灯
が- 0
それは､訪問着 (ほうもんぎ)や付
け下げなどの模様づけの位置が､行
灯の高さに由来していると思えてな
りません｡
正座時には肩山や袖の模様が､立
ち振る舞い時には袖の模様が､ほの
かなあかりに照らされるでしょう｡
高瀬川◇そうかも知れませんね｡
訪問着の場合は､挨拶時に深々と
頭を下げる訳ですから､相手の裾の
模様がまず目に飛び込んできて､印
灯火具 [行灯と行灯皿]3)
象づけられる｡そんなことも意田し
ていたのではないでしょうか｡
地濃◇なるほど｡いろいろ思考して
みるとおもしろいですね｡
昂建託仕上は締 vol.32No.376 2006-ll
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さて､提灯においても文化の薫り
がします｡
竹ひごと和紙の日本特有な素材を
用いて､伸縮自在にした提灯｡見事な
アイデアに感心させられます｡
高瀬川◇それを代表している箱提灯
や弓張提灯(別名火消提灯)｡それに
御用提灯､ノJ＼田原提灯､盆提灯､祭り
提灯など､その形状や用途から当時
の生活株式が垣間見られますね｡
地濃◇例えば箱提灯｡上下に畳むと
上蓋が下蓋に重なって箱になる｡吉
原遊郭では花魁(おいらん)提灯とも
言われ､その大きさと華やかさとを
競い合ったようです｡
高瀬川◇燭台にも多彩なバ リエー
ションのものが生み出されていま
す｡陶製のものや自然木を生かした
素材なものなど､種類は実に多いで
すね｡
.そして､その燭台の周囲に和紙な
どを覆いつけたものを｢ぼんぼり｣と
呼び､この語源は｢ほんのり｣が転言
化したものと伝えられています｡
地濃◇周囲をほんのりと優雅に照ら
す｡今に伝わるひな祭 りから実感で
きますね｡
高瀬川◇さらに､ひょうそく(お椀形
や壷形をした陶製の灯油用灯火具)
も作り出されています｡
仝匡l各地の窯でさまざまな色や形
のものが焼かれたようです｡いずれ
も小ぶりで可愛いものですよ｡
この他､灯芯や油差 しなどの灯火
具からも文化性が読み取れます｡
地濃◇江戸時代を通して灯火具は固
有な文化を育み､やがて幕末から明
治期にかけて登場 した石油ランプ､
ガス灯､電灯と言った｢新 しいあか
り｣に置き換えられ､そして現在､蛍
光灯が日本の住まいや都市を僅々と
照らし出すに至った訳です｡
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建築空間 光とあかリ
日本の古典建築､陰雪害の美しさ [京都龍安寺]4)
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あかり障子､巧みな設え5)
高瀬川◇暮らしを一変させたあかり
とは言え､ほんのりとしたあかりや
ゆらぐあかりに､魅せられるのも､江
戸時代から培われてきた火のあかり
感覚が私たちの体内に根づいている
からだと思います｡
地濃◇ともかく日本特有な木や土や
紙を素材として､手作 りにより編み
出された灯火具｡その生命あるあか
りは､色濃く息づいていますね｡
高瀬川◇時代の重みを感じます｡
陰等引ま時代の重み
地濃◇｢空 ･寂｣で知られる谷崎潤一
郎は､著書で｢美と言うものは常に生
活の実際から発達するもの｣と記述
しています｡
高瀬川◇美は暮らしの中で育まれて
い くものと言うことなので しょう
ね｡
地濃◇そのようです｡そして谷崎は､
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｢暗い部屋に住むことを余儀なくさ
れたわjtわれの祖先は､いつしか陰
緊のうちに美を発見し､やがては美
の目的に添うように陰繁を利用する
に至った｡事実､日本座敷の美は全 く
陰繁の濃淡に依って生まj'Lているの
で､それ以外に何もない｣と説いてい
ます｡
高瀬川◇改めて考えてみると､伝統
的な日本の住まいは､降雨や高温多
湿の気候風土を見据えて庇を深 く出
していますね｡
深い庇の下に入ってくる光｡庭先
に敷いた玉石からの反射光｡時には
障子によって和らげられていく｡ま
さしく陰賢の美しさですね｡
地濃◇光の移ろいは方位によって異
なる様相を見せ､灰色の壁はほのか
な暗さで際立つ- 0
そうした自然光を巧みに生かした
設えに､先人の実に対する知恵が読
み取れます｡
高瀬川◇｢暗い所に照明を使う｣と言
う西洋人の発想とは全く異なります
ね｡
マイナスを受け入れ､それを見事
に転化 した日本の建築空間｡
美しい光が､スウ一つと部屋に差
し込む情景には時間を忘れてしまい
ます｡
地濃◇柱と柱の間を通して展開する
自然界との融合もまたしかりです｡
新鮮な空気､心地よい風､虫の音､
月の明かりなど､自然界の恵みをそ
こに享受できますね｡
高瀬川◇ブルーノ ･タウトはこうし
た空間を､｢まず部屋の障子が閉めら
れてある時のその落ち着いた感 じ
と､そして障子が押し開けられると､
絵のような庭が家の一部分となって
忽然 と､だが圧倒するような力で
迫ってくる｡その点が素晴らしい｣と
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外国人の視線からも絶賛 していま
す｡
地濃◇E.S.モースも日本家屋の中
で､｢自国で住み慣れていた､あの窒
息 しそうな部屋部屋を､快い気分で
思い起こすことは到底できない｣と
著書で記 しています｡
高瀬川◇恐らく､欧米にはない繊細
さを評価 したのでしょう｡
地濃◇ 日本の古典建築は陰緊礼賛｡
つまり｢薄暗さ｣に対 して非常にセン
シビリティを持っていたとも言えま
すね｡
西洋は差異化の美学
高瀬川◇｢薄暗さ｣の対極に映し出さ
れるのは西洋の古典建築ですね｡
地濃◇古典建築を｢光と影｣と捉えた
コルビュジェは著書で､｢光に照らさ
れた､円錐や球､立方体などの幾何学
的な形態が一番美 しい｣と記述 して
います｡
高瀬川◇光が当たる立体 とその影｡
明快な自然との差(差異化)こそが西
洋の美学なのでしょう｡
例えば天井に孔を開け､大胆に陽
光を取 り入れたパンテオン｡日本の
｢ぼんやり｣と言うような感覚は通用
しにくいことかも知れません｡
地濃◇ゴシックの聖堂｡そのステン
ドグラスからも差異化の美学が伺え
ます｡
つまり､ステンドグラスを媒介す
ることによって､光は完全に変質 し
ます｡自然と人工をはっきり区別す
るために色を噛み合わせている｡
高瀬川◇付随した話ですが､絵画の
分野で印象派が誕生 したのはチュー
ブ入り絵の具の出現によるものと聞
いています｡
地濃◇印象派と言えば､19世紀後
ステンドグラス [シャルトル大聖堂]6)
半､フランスの画壇から興ったので
しょう｡
高瀬川◇そうなんです｡それまでの
絵は､室内の暗い照明の下で措かれ
ていたので､影の部分を強調 した写
実本位のものが主流だったのです｡
地濃◇それがなぜ ?
高瀬川◇チューブ入り絵の具の開発
で､画家たちは野外へ飛び出すこと
が出来るようになったと言われてい
ます｡
地濃◇降り注ぐ光の下での絵画表現
が可能になった訳ですね｡
高瀬川◇光はさまざまな色を見せて
くれます｡ですから､ほんのりとした
色彩の絵も生まれます｡
地濃◇影の部分を強調 した写実耳位
のものとは趣を異にしますね｡
高瀬川◇当初､評判はさんざん｡それ
がやがて美術界の主流 となりまし
た｡光の表現を大切にした印象派の
評価が高くなったのです｡
地濃◇なるほど､印象派として知ら
れるモネやルノアールは､日本て人
気の高い画家｡ほんのりとした邑彩
の絵に魅せられるのも､日本的感性
に符合するからなのですね｡
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光の教会 [設計 ･安藤忠雄]7)
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ミキモ ト銀座2[設計 ･伊東豊雄]8)
街を彩る光のファサー ド [東京銀座]10)
現代建築と光
高瀬川◇陰崇の自然光を感じ取る繊
細さ｡こうした世界に誇れる財産が､
現代の建築では､容易に切り捨てら
れているような気もします.
地濃◇都市の建築空間では､災害や
機能性の面から､あらゆるものを遮
断せざるを得ない背景もあります｡
また一方で､利便性､経済性優先
で､光を直接的に｢照明｣という側面
だけで捉え､単一的な建物になって
いるのも事実です｡
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JR京都駅 [設計 ･原広司]9)
街を彩る光のファサー ド [東京銀座]川
高瀬川◇木材で構築されてきた｢間｣
が欧米的なコンクリートの｢重｣に置
き換わった訳ですから- 0
地濃◇こうした中で､日本の古典的
建築の｢光｣を意識しているのは安藤
忠雄さんの作品でしょうね｡
その一つが｢光の教会｣｡外の光が
十字架に差 し込み､打放 しコンク
リートの天井や壁をほのかに映し出
す｡形は変わらぬとも､光によって感
じる季節や時間｡古典的とも言える
陰繋が見事に再現されています｡
高瀬川◇それとはまた別に､現代的
な視点からデザインされた､伊東豊
雄さんの｢ミキモト銀座2｣や原広司
さんの｢JR京都駅｣の作品なども思
い浮かびますが｡
京都駅のことで言えば､内部空間
は四六時中､さまざまな表情を見せ､
夕暮れともなると駅全体が金色に輝
くんです｡実に華麗ですよ｡
地濃◇色々なガラスを上手く組み合
わせながら使 っているからでしょ
う｡ともあれ､自然光が生み出した豊
かな空間ですよね｡
さて､自然光の対極にあるのが人
工光ですが-･｡
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蕊ワール ド作品 [点描 ･安らぎの あ が り ] 12)
責ワール ド作品 [壁面を彩るあかり]14)
高瀬川◇アートで有機的建築を目指
した隈研吾さんらとは別に､その多
くは商業施設に代表されるものだと
思います｡
都市空間の中で存在を競い合う建
築｡光の効果は極めて大きいですね｡
地濃◇街に華やぎをもたせる光｡そ
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柔ワ-ルド作品13)
衰ワー ルド作品 [京都松尾大社へ奉納]15)
の意区け るのは千客万来｡高揚感を
もたらす明るく鮮やかな光が流行
(はやり)になってきたのでしょう｡
その中には､限度を超えた強烈な
光が臆しさすら与えるお店もありま
すね｡
昨今の建築の多くは､人工光を直
接的に｢照明｣という側面だけで設え
ているようにも見て取j'Lます｡
工業化や合理化の中で生まれた光
から､趣ある風景や心の豊かさを実
感するには､やや難しいように思い
ます｡
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建築空間 光とあかり
カリビアンリゾー ト [ジャマイカ モンテコベイ ラウンドヒル]16) アジアンリゾー ト [ベ トナム 二ヤチャン]け)
!⊥-
アートのあかリ
地濃◇日本人のDNAでしょうか､安
らぎや癒しを実感させてくれるモノ
は ｢手作 り｣と思えるのですが｡
高瀬川◇そうかも知れません｡かつ
ての行灯や提灯のあかりに末だ多 く
の人たちが魅せ られる訳ですから
ねO
地濃◇高瀬川さんは､粘土を素材と
した､あかりの作品を手がけてます
よね｡｢アー トとして存在するあか
り｣のように見て取れるのですが｡
高瀬川◇私のあかり作品は､神への
オマージュ(尊敬･敬意)なのです｡そ
んな神秘性を大切にしています｡
地濃◇具体的には?
高瀬川◇こんたんはありません｡
粘土をこねているうちに指先から
心の思いが素直に伝わり､それが塑
像になるのです｡意図の無いモノか
ら､何かが生まれるのです｡
躍動的に沸くものではなく､自然
と手先が自由に動 く｡まるで神が降
りて来るような感 じです｡
地濃◇ニューヨーク在住のアーティ
スト､森万里子さんは､さまざまな宗
教観に彩られた霊的世界を光で表現
していますia.
voL32No.3762006-11品連語仕上技術
彼女はインタビューの中で､｢自分
の内のプライマル(根本的)な意識が
呼び起こされる｡眠っていた意識を
呼び覚まそうと｡プライマルなもの
とは､時空を超えて､言葉を超えて､
魂へと浸透するもの｣と応えていま
す｡
こうしたことからしても､神に
よって魂とも言える永遠の生命が作
品に宿るのでしょうか｡
高瀬川◇そう思いますね｡
地濃◇さて､高瀬川さんの作品は土
の乾燥を見計らって､塑像に光を通
すための穴 (礼)を鎖のように､幾つ
も開ける訳でしょう｡
高瀬川◇そうです｡季節によって乾
燥度合いも違いますから､感覚的に
判断し､穴開け作業も全て自然に手
先が動 くままです｡
地濃◇そこに､さらに魂が浸透する
のですね｡そして焼き締められる｡
作品の多くは白土を用いたもので
すね｡
高瀬川◇ピュアなものを好みます｡
例えば､マティスの絵のように鎮
静剤 や精神安定剤のような働きをす
る作品でありたいのです｡
地濃◇純粋さと静けさ､心身の疲れ
を癒 してくれる作品｡まさにアー ト
としてのあかりですね｡
そうした感性はどこで育まれたの
ですか?
高瀬川◇生まれ育ったのは京都の平
安神宮前でした｡
幼少時代､母が朝ごほんを用意し
ている間に父と兄と界隈の公園を散
歩するのが日課でした｡途中､白常革
(しろつねくさ)で父と一緒に首飾り
を作ったりして- ｡また美術館が近
くにあったことも功を奏 し､よく連
れていってもらいました｡
成人になってからは､海外のリ
ゾート地に足を運び視察することも
多 くあります｡とりわけ､アジアンリ
ゾー トのあかりに心ひかれます｡そ
うした神秘的な感性も最近､身に付
いてきたことかなと思っています｡
地濃◇芸術環境の中で感性が磨かれ
てきた訳ですね｡
｢薫ワール ド｣には､そうした感性
が内在し､床や壁､天井に設える作品
が次々と生み出されるのですね｡
陶を透過する柔らかな光と孔を通
す点描の光が実にうまく噛み合い､
建築空間を豊かなものに転化させ､
まさに幻想的でアー トとして存在す
るあかりと言えますね｡
高瀬川さんの作品は繊細で､はか
なげで-｡日本人の感性を映し出し
ているかのようにも感 じられます｡
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手の温もり･世界平和記聖堂 [設計 ･村野藤吾]18)
あかリ文化の継承
高瀬川◇衣食住､共通して言えるこ
とは､手作 りのモノには魂が宿る｡そ
の温もりが心を奪うのではないかと
思うのです｡
地濃◇全 く同感です｡一つの例とし
て､村野藤吾さんデザインの｢世界平
和記念聖堂(広島)｣｡
この聖堂は打放しコンクリー トの
柱梁と､その間にはめ込まれたコン
クリートレンガの壁で構成されてい
ます｡
一個ずつ､手で積み重ねられたレ
ンガとその周囲に施されたモルタル
目地｡レンガの不揃いや壁面の凹凸
が違和感を与えるどころか親しみを
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建築空間を彩る光の演出 [東京銀座資生堂]19)
▲1.
感 じさせます｡30年以上経過 した今 <写真提供>
も壁面の凹凸が直射を和らげ､その
反射光からも手の温もりが伝わって
きます｡
高瀬川◇画一的に仕上げられる壁面
ではそうはいきませんね｡
｢モノづ くりの原点は手作 りにあ
りき｣ですね｡
地濃◇一室一灯から､既成概念に捉
われない現代-｡光やあかりは､今後
さらに新 しい技術や素材で広がりを
もたらしていくことでしょう｡
ともあれ､建築空間において｢火の
あか り｣と｢陰緊｣に培われてきたあ
かり文化を重ね受け継いでいくこと
が賢明であると結論されます｡
時を超えて､光とあかりは息づい
ています｡
1) 新潟県南魚沼市
2)～12)18)19) 地濃茂雄氏
13)-17) 高瀬川薫氏
(京都 ･瓢樹にて取材)
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